
中
国
伝
統
医
学
の
歴
史
は
長
い
。
こ
の
長
い
歴
史
の
流
れ
の
中
に
は
、
医
史
学
を
重
視
す
る
と
い
う
す
ぐ
れ
た
伝
統
が
一
貫
し
て
保
た
れ
て

い
る
。
司
馬
遷
は
『
史
記
』
の
中
で
、
い
ち
早
く
戦
国
時
代
の
名
医
秦
越
人
と
前
漢
の
名
医
淳
子
意
の
生
涯
・
医
療
事
跡
・
治
療
方
法
・
処
方

な
ど
に
つ
い
て
専
門
に
論
述
し
、
客
観
的
な
論
評
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
各
代
の
史
学
者
が
歴
史
を
著
述
す
る
時
は
、
い
ず
れ
も
名
医

伝
・
医
事
制
度
・
疾
病
の
流
行
・
医
学
文
献
・
中
国
と
諸
外
国
と
の
医
薬
交
流
の
内
容
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
歴
史
に
つ
い
て
の
論
述
で

あ
る
が
、
医
史
学
を
研
究
す
る
た
め
の
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

階
・
唐
以
降
に
は
、
一
部
の
医
学
に
関
す
る
著
作
中
に
、
疾
病
と
学
科
の
発
展
史
に
つ
い
て
の
論
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば

孫
思
遊
の
脚
気
病
史
と
小
児
科
史
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
、
更
に
医
学
史
専
門
の
著
作
が
出
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
唐
・
甘
伯
宗

の
『
名
医
伝
』
な
ど
で
、
こ
れ
に
は
唐
以
前
の
歴
代
名
医
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
宋
・
周
守
忠
の
『
歴
代
名
医
蒙

求
』
（
二
三
○
）
、
明
・
李
派
の
『
医
史
』
（
一
五
一
三
）
、
清
・
王
宏
翰
の
『
古
今
医
史
』
（
一
六
九
七
）
、
同
じ
く
情
・
徐
大
椿
の
『
医
学
源
流

論
』
（
一
七
六
四
）
、
鄭
悼
の
『
医
故
』
（
一
八
九
○
）
な
ど
、
医
史
に
関
す
る
著
作
は
現
存
す
る
も
の
だ
け
で
も
百
種
近
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
中
国

の
医
学
界
が
一
貫
し
て
医
学
史
の
研
究
を
重
視
し
て
き
た
ひ
と
つ
の
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。

医
学
通
史
専
門
害
の
出
現
は
比
較
的
遅
く
、
な
か
で
は
私
の
師
・
陳
邦
賢
教
授
の
『
中
国
医
学
史
』
（
一
九
一
九
）
が
い
ち
ば
ん
早
く
、
一
九

第
八
十
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
特
別
講
演

中
国
医
史
学
の
三
十
五
年
二
九
四
九
’
一
九
八
四

李
経
緯
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中
華
医
史
学
会
は
中
華
医
学
会
の
一
分
会
で
、
一
九
三
五
年
に
誕
生
。
当
時
の
名
称
は
医
史
委
員
会
。
一
九
三
七
年
四
月
正
式
に
再
編
成
さ

れ
て
今
の
名
称
に
な
っ
た
が
、
こ
の
間
、
数
回
に
わ
た
っ
て
活
動
を
停
止
し
て
い
る
。
一
九
七
九
年
に
会
を
再
開
し
て
か
ら
、
前
衛
生
部
長
銭

信
忠
氏
を
名
誉
会
長
に
、
陳
海
峰
氏
を
会
長
に
、
程
之
範
・
歌
鑿
庭
・
李
経
緯
（
秘
書
兼
任
）
を
副
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
推
選
し
た
。
一
九
八
四

年
に
学
会
委
員
会
を
改
選
し
、
三
分
の
一
の
委
員
を
改
選
し
た
が
、
会
長
と
副
会
長
は
留
任
さ
れ
た
。
学
会
の
学
術
交
流
は
活
発
に
行
わ
れ
、

私
は
か
つ
て
一
九
四
九
年
以
前
の
中
国
医
史
学
の
論
文
と
デ
ー
タ
性
を
持
っ
た
報
道
に
対
し
て
、
少
し
ば
か
り
の
統
計
を
し
て
み
た
が
、
そ

の
結
果
次
の
よ
う
な
印
象
を
う
け
た
。
中
国
の
医
史
学
は
古
い
歴
史
を
持
つ
一
つ
の
学
科
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
悠
久
な
歴
史
と
優
良
な

伝
統
を
も
っ
て
い
る
か
ら
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
比
較
的
幼
稚
な
学
科
、
或
い
は
一
つ
の
学
科
と
し
て
な
か
な
か
独
立
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
し
ゞ
ヘ
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
と
。
そ
し
て
学
科
と
し
て
の
理
論
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
近
百
年
ら
い
、
植
民
地
文
化
の
一
部
の
特
色
を
い

ま
だ
に
も
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
最
近
三
十
五
年
間
、
中
国
医
史
学
界
は
植
民
地
文
化
の
影
響
を
一
掃
す
る
こ
と
、
理
論
研
究
を
重
視
す
る

点
に
比
較
的
大
き
な
努
力
を
払
い
、
少
し
ば
か
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
学
科
と
し
て
の
要
求
を
柔
た
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ

大
き
な
距
離
が
あ
る
。
我
々
の
研
究
に
は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
空
白
と
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
領
域
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
す
な
わ
ち
中
国
医
史
学
が
比
較
的
幼
稚
な
原
因
だ
と
私
は
考
え
て
お
り
、
以
下
五
つ
の
面
か
ら
そ
の
状
況
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

五
七
年
に
は
五
度
目
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
九
四
○
年
度
改
訂
版
は
山
本
成
之
助
先
生
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
、
『
支
那
医
学
史
』
の

書
名
で
東
京
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
三
二
年
に
、
王
吉
民
・
伍
連
徳
の
共
著
に
よ
る
「
中
国
医
史
』
（
英
文
版
）
が
出
版
さ
れ
、

国
外
に
比
較
的
広
く
伝
わ
っ
た
。
そ
し
て
李
濤
教
授
の
『
医
学
史
綱
』
（
一
九
四
○
）
は
、
中
国
が
世
界
医
学
史
に
論
及
し
た
最
初
の
医
学
通
史

で
あ
る
。

一

中
華
医
史
学
会

学
会
、
研
究
会
と
学
術
期
刊
誌
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組
織
の
発
展
も
比
較
的
早
く
、
こ
れ
ま
で
の
三
つ
の
地
方
分
会
し
か
な
か
っ
た
状
態
か
ら
十
一
分
会
に
、
す
な
わ
ち
北
京
・
内
蒙
古
・
遼
寧
・

黒
竜
江
・
上
海
・
湘
江
・
福
建
・
安
徽
・
四
川
・
広
西
・
陳
西
に
発
展
、
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
年
ご
と
に
全
省
市
範
囲
の
医
史
学
術
報
告
会
が
も

た
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
全
国
的
な
医
史
研
究
や
教
育
等
の
課
題
の
ほ
か
に
、
ゑ
な
地
方
の
特
色
に
富
ん
だ
課
題
の
研
究
と
交
流
が
特
に

重
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
内
蒙
古
に
於
け
る
蒙
族
医
史
の
調
査
研
究
、
安
徽
に
於
け
る
新
安
学
派
に
か
ん
す
る
調
査
研
究
、
断
江
・
四
川
等

の
断
北
医
学
者
と
四
川
医
林
人
物
の
研
究
、
陳
西
の
峡
西
医
史
、
延
安
衛
生
活
動
の
調
査
研
究
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

学
会
組
織
は
発
展
し
、
専
門
に
こ
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
人
材
も
た
え
ず
増
え
て
い
る
。
中
華
医
史
学
会
は
一
九
七
九
年
十
月
、
北
京
で
会

再
開
後
初
め
て
第
一
回
全
国
医
史
学
術
会
議
を
も
っ
た
が
、
応
募
し
た
三
百
十
の
論
文
の
中
か
ら
五
十
余
を
選
出
し
、
そ
の
執
筆
者
が
大
会
に

出
席
し
た
。
一
九
八
二
年
に
は
西
安
で
〃
孫
思
遡
逝
去
千
三
百
周
年
記
念
学
術
報
告
会
″
が
も
た
れ
、
代
表
百
余
名
が
参
加
し
た
。
一
九
八
四

年
十
月
に
福
州
で
も
た
れ
た
第
二
回
全
国
医
史
学
術
会
議
に
は
、
代
表
百
八
十
余
名
が
参
加
。
発
表
さ
れ
た
論
文
は
百
篇
近
く
、
中
国
医
学

史
・
世
界
医
学
史
等
の
内
容
に
つ
い
て
広
範
囲
の
討
議
と
交
流
が
行
わ
れ
、
空
前
の
盛
挙
で
あ
っ
た
。

中
国
に
は
昔
か
ら
保
存
さ
れ
て
い
る
扁
鵲
廟
・
仲
景
祠
・
薬
王
山
な
ど
の
記
念
的
な
建
築
物
が
あ
る
が
、
一
九
五
○
年
代
に
は
学
術
交
流
な

ど
と
い
う
活
動
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
七
○
年
代
末
に
医
史
学
術
研
究
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
、
研
究
会
と
記
念
的
な
学
術
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
多
く
が
地
方
で
も
た
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
に
専
門
家
を
招
請
し
て
学
術
討
論
を
行

い
、
な
か
に
は
外
国
の
専
門
家
が
参
加
し
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
河
南
の
南
陽
で
も
た
れ
た
仲
景
学
術
討
論
会
に
は
、
多
く
の
日
本
の
研

究
者
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
他
の
研
究
会
と
開
催
さ
れ
た
記
念
会
に
は
、
馬
王
堆
医
書
研
究
会
や
扁
鵲
・
張
仲
景
・
華
佗
。
皇
甫
證
・
孫
思

迩
・
李
時
珍
・
張
景
岳
・
藺
茂
・
陳
実
功
・
陳
修
園
・
王
清
任
・
唐
容
川
・
張
錫
純
・
趙
矯
黄
・
施
今
墨
等
、
歴
代
の
医
家
の
記
念
活
動
が
あ

り
、
記
念
会
で
は
彼
ら
の
学
術
思
想
・
成
果
に
つ
い
て
比
較
的
広
範
囲
の
討
論
と
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
少
数
民
族
の
医
史
研
究
を

促
進
す
る
た
め
に
、
中
華
医
史
学
会
は
少
数
民
族
医
史
学
グ
ル
ー
プ
も
組
織
す
る
予
定
で
あ
る
。

研
究
会
と
記
念
会
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一
九
四
七
年
創
刊
。
当
初
は
『
医
史
雑
誌
』
の
名
称
で
季
刊
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
三
年
に
上
海
か
ら
北
京
に
そ
の
編
集
が
移
り
、
『
中
華

医
史
雑
誌
』
と
改
称
さ
れ
た
。
や
は
り
季
刊
で
あ
っ
た
が
、
種
々
の
原
因
で
幾
度
も
停
刊
し
て
い
る
。
一
九
八
○
年
の
復
刊
号
を
第
十
巻
第
一

期
と
し
、
復
刊
後
の
『
中
華
医
史
雑
誌
』
（
季
刊
）
に
は
、
中
国
医
学
史
・
世
界
医
学
史
・
文
物
考
古
・
文
献
研
究
。
少
数
民
族
医
史
研
究
・

医
史
教
育
・
医
学
交
流
史
・
専
科
史
。
疾
病
史
・
学
術
争
鳴
（
論
壇
）
・
書
刊
論
評
紹
介
・
ニ
ュ
ー
ス
等
の
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
復
刊
し
て

か
ら
は
寄
稿
量
が
増
大
し
、
論
文
の
掲
載
率
は
寄
稿
数
の
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
掲
載
し
き
れ
な
い
原
稿
が
沢
山
あ
る
有
様
で
あ
る
。
こ
の
た

め
論
文
の
質
が
高
ま
り
、
固
定
読
者
は
た
え
ず
増
加
し
、
発
行
部
数
も
復
刊
当
初
の
二
千
余
部
か
ら
七
千
三
百
部
あ
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
多

く
の
研
究
部
門
や
個
人
が
国
外
と
の
交
換
に
本
誌
を
利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
国
外
の
正
式
な
固
定
読
者
も
百
を
越
え
て
お
り
、
内
外
に
比
較
的

広
い
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

本
会
は
中
国
薬
学
会
の
一
分
会
で
、
一
九
八
三
年
に
創
設
さ
れ
、
薬
史
学
研
究
の
学
術
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
。

一
九
八
四
年
十
二
月
に
は
、
中
華
医
史
学
会
と
中
国
薬
史
学
会
が
連
合
し
て
『
医
心
方
』
完
成
一
千
周
年
学
術
報
告
会
と
座
談
会
を
中
医
研

究
院
中
国
医
史
文
献
研
究
所
で
も
ち
、
席
上
、
八
名
の
専
門
家
が
丹
波
康
頼
と
そ
の
著
作
『
医
心
方
』
に
対
し
全
面
的
な
評
価
を
あ
た
え
た
。

二
医
史
学
の
研
究
機
構
と
学
術
研
究

中
国
に
医
史
学
の
研
究
機
構
が
で
き
た
の
は
一
九
五
一
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
医
研
究
院
中
国
医
史
文
献
研
究
所
の
前
身
Ｉ
中
国
医
薬

研
究
所
医
史
研
究
室
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
研
究
室
は
、
中
国
医
史
学
者
陳
邦
賢
。
李
濤
教
授
の
主
宰
の
も
と
で
、
高
等
医
学
院
や
大
学
の
医

史
教
材
を
つ
く
り
、
医
史
師
資
訓
練
班
を
設
け
て
医
学
史
の
専
門
的
な
人
材
を
養
成
し
、
名
医
の
遺
跡
調
査
や
医
史
学
研
究
。
学
術
経
験
交
流

な
ど
の
面
で
多
く
の
創
造
的
な
仕
事
を
な
し
と
げ
、
中
国
の
医
史
学
の
発
展
に
一
定
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
中
華
医
史
雑
誌
』

中
国
薬
史
学
会
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李
濤
教
授
は
一
九
五
九
年
に
病
没
、
陳
邦
賢
先
生
も
一
九
七
五
年
に
逝
去
。
以
後
研
究
室
は
私
が
主
宰
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
八
年
に

医
史
と
文
献
の
両
研
究
室
が
合
併
し
て
医
史
文
献
研
究
室
に
な
っ
た
時
に
主
任
を
つ
と
め
た
。
こ
の
研
究
室
が
一
九
八
二
年
に
昇
格
し
て
中
国

医
史
文
献
研
究
所
に
な
っ
た
時
、
私
が
所
長
、
馬
継
興
教
授
た
ち
が
副
所
長
に
就
任
し
た
。
い
ま
所
属
人
員
は
五
十
名
、
そ
の
う
ち
副
教
授
以

上
の
専
門
家
が
八
名
、
講
師
ク
ラ
ス
の
専
門
家
が
七
名
、
助
手
ク
ラ
ス
の
者
が
十
余
名
で
あ
る
。
医
学
通
史
研
究
室
・
少
数
民
族
医
史
・
東
西

比
較
医
史
研
究
室
・
中
医
基
礎
理
論
文
献
研
究
室
・
中
医
臨
床
文
献
研
究
室
。
民
間
医
学
研
究
室
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
他
に
医
史
博

物
館
設
置
準
備
グ
ル
ー
プ
、
『
中
華
医
史
雑
誌
』
編
集
グ
ル
ー
プ
と
図
書
資
料
室
が
あ
る
。

こ
こ
数
年
ら
い
、
我
食
中
医
研
究
院
は
全
国
の
代
表
的
組
織
と
共
同
し
て
、
『
中
医
名
詞
術
語
選
釈
』
（
邦
訳
あ
り
）
・
『
簡
明
中
医
辞
典
』
・

『
中
医
大
辞
典
』
（
邦
訳
あ
り
、
継
続
出
版
中
）
・
『
五
十
二
病
方
』
・
『
武
威
漢
代
医
簡
』
及
び
漢
訳
チ
ベ
ッ
ト
医
書
『
四
部
医
典
』
等
を
編
集
し

た
。
私
と
程
之
範
教
授
の
共
同
責
任
編
集
に
よ
る
『
中
国
医
学
百
科
全
書
・
医
学
史
』
分
巻
、
私
の
責
任
編
集
に
よ
る
『
中
医
人
物
辞
典
』
等

も
近
く
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
我
々
は
今
、
力
を
結
集
し
て
『
中
医
文
献
辞
典
』
と
大
型
分
巻
本
『
中
国
医
学
通
史
』
を
編
纂
中
で
あ

る
。
ま
た
医
史
文
献
研
究
の
機
構
も
こ
の
数
年
ら
い
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、
我
々
の
研
究
所
の
ほ
か
に
、
上
海
中
医
学
院
が
中
医
文
献
研
究

所
を
開
設
し
、
陳
西
。
遼
寧
・
湖
北
等
に
あ
る
中
医
薬
研
究
所
も
医
史
文
献
研
究
室
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
構
は
み
な
専
従
者
十
人
前

後
で
、
『
中
医
年
鑑
』
を
編
集
し
た
り
、
ま
た
は
主
に
地
方
医
学
史
・
地
方
有
名
医
学
者
・
衛
生
誌
・
専
科
学
史
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

医
史
学
の
研
究
面
で
は
、
上
記
書
籍
の
編
著
以
外
に
、
医
史
専
従
者
・
非
専
従
の
愛
好
家
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
年
間
に
通
史
的
な
も
の

や
専
科
史
な
ど
の
著
作
十
数
種
が
世
に
出
て
い
る
。
例
え
ば
質
得
道
の
『
中
国
医
学
史
略
』
、
趙
瑛
珊
の
『
中
国
古
代
医
学
』
、
章
以
宗
の
『
中

国
骨
科
発
展
史
』
、
前
慎
初
の
「
中
国
医
学
簡
史
』
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
中
華
医
史
雑
誌
』
と
そ
の
他
の
医
史
専
門
の
コ
ラ
ム
を
有
す
る
医
学

雑
誌
・
科
学
史
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
や
各
地
の
修
士
研
究
生
の
学
位
論
文
か
ら
見
る
と
、
医
史
学
の
学
術
研
究
の
レ
ベ
ル
は
明
ら
か
に

あ
が
っ
て
お
り
、
数
量
は
そ
れ
を
し
の
い
で
い
る
。
一
九
八
三
年
と
一
九
八
四
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
「
中
華
医
史
雑
誌
』
と
そ
の
他
の
期
刊

ザ

o
O
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誌
に
発
表
さ
れ
た
医
史
類
の
論
文
は
、
毎
月
平
均
五
十
篇
、
そ
の
中
で
も
人
物
と
典
籍
の
研
究
の
占
め
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
一
番
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
三
○
％
と
二
○
％
。
そ
の
次
が
医
療
技
術
・
専
科
史
・
文
物
考
古
・
内
外
交
流
・
疾
病
史
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
代
・
現
代
医
史
、
少
数
民
族
医
史
と
医
学
史
の
理
論
研
究
等
は
最
も
弱
い
部
分
で
、
世
界
医
学
史
の
研
究
は
そ
れ
以
上
に
遅
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
私
た
ち
中
華
医
史
学
会
と
地
方
分
会
の
方
向
づ
け
と
、
『
中
華
医
史
雑
誌
』
掲
載
論
文
の
傾
向
性
に
対
す

る
各
学
会
委
員
・
編
集
委
員
の
指
導
と
努
力
に
よ
っ
て
、
上
記
の
傾
向
が
比
較
的
協
調
の
方
向
に
転
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
と
っ

て
桑
る
と
、
医
学
起
源
問
題
の
討
論
で
、
か
つ
て
あ
る
時
期
に
は
一
致
し
て
〃
労
働
が
医
薬
を
創
造
し
た
〃
と
認
識
し
て
い
た
が
、
近
年
ら

い
、
一
部
の
学
者
は
人
類
医
学
と
動
物
本
能
の
救
護
行
為
に
は
〃
継
承
性
″
が
あ
る
と
し
て
、
〃
医
薬
は
動
物
（
本
能
）
に
起
源
し
、
労
働
が

医
学
を
創
造
し
た
″
と
い
う
観
点
を
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
一
部
の
学
者
は
、
古
猿
の
本
能
的
な
救
護
は
医
学
の
含
意
を
備
え
て
い
な
い
と
し

て
、
〃
人
類
医
学
の
出
現
過
程
と
古
猿
が
人
類
に
進
化
す
る
過
程
は
、
同
一
歩
調
で
進
ん
で
き
て
い
る
川
と
い
う
観
点
を
抱
い
て
い
る
。
医

学
の
起
源
は
巫
術
で
あ
る
と
す
る
観
点
は
す
で
に
多
く
の
学
者
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
巫
術
・
宗
教
等
と
医
学
の
発
展

関
係
に
つ
い
て
の
問
題
を
、
よ
り
多
く
の
学
者
が
、
も
っ
と
客
観
的
に
歴
史
的
な
評
価
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
、
巫
術
や
宗
教
等
の
医
学
の
発

展
に
及
ぼ
し
た
積
極
的
な
作
用
を
承
認
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
例
え
ば
医
学
の
発
展
と
哲
学
思
想
、
医
学
者
の
人
生
観
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
単
一
認
識
の
傾
向
、
簡
単
に
肯
定
し

た
り
否
定
し
た
り
す
る
傾
向
が
存
在
し
て
い
た
。
一
例
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
近
代
前
の
医
学
者
は
往
禽
に
し
て
歴
史
の
作
用
を
無
視
し
、
た
だ

宗
教
の
信
徒
、
儒
学
の
崇
拝
者
、
道
家
の
篤
信
者
等
の
立
場
で
し
か
問
題
を
糸
な
か
っ
た
と
し
て
こ
れ
を
完
全
に
否
定
し
た
り
、
医
学
者
が
身

分
の
低
い
、
貧
し
い
家
庭
の
出
で
あ
る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
肯
定
し
た
り
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
哲
学
思
想
と
中
国
医
学
の
発
展
と

は
非
常
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
学
者
の
あ
い
だ
に
尻
ご
象
を
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
大
胆
に
こ
の
研
究
に
と
り
組
も
う
と
す
る
勇
気
に

か
け
て
い
た
。
こ
こ
数
年
ら
い
、
こ
れ
ら
の
面
で
も
急
速
な
変
化
が
生
じ
、
人
び
と
は
日
増
し
に
こ
れ
ら
の
領
域
に
関
心
を
持
ち
、
討
論
ゃ
研

か
け
て
い
た
。
こ
こ
数
年
ら
い
、

究
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
医
史
人
物
の
評
価
問
題
に
は
、
一
貫
し
て
様
々
な
傾
向
が
存
在
し
て
い
た
。
甚
し
き
に
至
っ
て
は
、
歴
史
の
実
際
を
離
れ
て
古
人
を

無
理
矢
理
理
想
化
し
て
し
ま
う
現
象
さ
え
生
じ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
に
正
し
く
医
史
人
物
の
評
価
を
討
論
し
て
、
こ
れ
ら
の
論
文
や
著
作
に
積

極
的
な
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
の
面
で
の
研
究
は
、
近
代
現
代
医
史
・
少
数
民
族
医
史
。
世
界
医
史
・
東
西
比
較
医
史
の

研
究
と
共
に
、
こ
こ
数
年
ら
い
な
く
て
進
歩
の
あ
と
が
見
ら
れ
、
学
術
レ
ベ
ル
も
た
え
ず
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
誰
ひ
と
り
敢
え
て
手
を

つ
け
な
か
っ
た
近
代
医
学
者
、
特
に
現
代
医
学
者
の
研
究
、
た
と
え
ば
丁
福
保
。
趙
燗
黄
・
傅
連
璋
・
王
吉
民
・
陳
邦
賢
・
：
：
等
に
つ
い
て
の

研
究
も
す
で
に
専
門
に
論
じ
た
文
章
や
伝
記
が
書
物
や
刊
行
雑
誌
上
に
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
〃
人
間
の
評
価
は
死
後
き
ま
る
〃
と
い
う
風

習
も
す
で
に
う
ち
破
ら
れ
、
多
く
の
健
存
の
医
学
者
の
学
術
成
果
や
伝
記
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

医
学
人
物
の
研
究
は
、
い
か
に
正
し
く
そ
の
歴
史
に
及
ぼ
し
た
作
用
を
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
討
論
を
促
進
さ
せ
、
人
物
の
伝
記
・
学
術
思

想
。
学
術
成
果
と
そ
の
評
価
に
関
す
る
問
題
の
研
究
は
、
い
ま
や
盛
ん
に
と
り
組
ま
れ
て
い
る
。
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
四
年
の
一
年
間
に

最
近
に
な
っ
て
、
医
史
学
者
た
ち
は
上
記
の
い
く
つ
か
の
区
分
法
は
医
学
の
見
地
か
ら
い
う
と
あ
ま
り
に
も
大
ざ
っ
ぱ
す
ぎ
、
中
国
医
学
の

発
展
の
実
際
と
法
則
を
確
実
に
普
遍
的
に
反
映
し
に
く
く
、
医
学
自
身
の
発
展
の
特
殊
性
を
体
現
で
き
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
医

史
の
時
代
区
分
の
問
題
が
掘
り
さ
げ
て
討
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
学
者
た
ち
は
社
会
政
治
・
経
済
制
度
・
思
想
意
識
等
の
諸
要
素

と
医
学
発
展
と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
を
よ
り
一
層
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
の
分
裂
・
統
一
・
戦
争
等
の
医
学
発
展
に
及
ぼ
し
た
影

響
、
階
唐
宗
教
・
両
宋
理
学
、
中
国
医
学
を
二
千
年
に
わ
た
っ
て
支
配
し
た
陽
陰
五
行
思
想
の
医
学
発
展
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
の
問
題
に
関

心
を
よ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
医
学
通
史
が
読
者
に
一
目
瞭
然
と
し
た
明
白
な
概
念
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
、
ま
ず
医
学
の
発
展
に
マ
ッ

チ
し
た
歴
史
の
時
代
区
分
が
必
要
と
さ
れ
る
。
中
国
で
は
、
か
つ
て
上
古
・
中
古
・
近
世
の
区
分
法
を
と
っ
た
り
、
先
秦
・
漢
魏
・
晴
唐
・
両

宋
・
明
清
等
、
王
朝
の
興
衰
に
よ
る
区
分
法
が
あ
っ
た
が
、
本
世
紀
五
○
年
代
か
ら
原
始
社
会
。
奴
隷
社
会
・
封
建
社
会
等
の
社
会
発
展
に
よ

る
区
分
法
を
多
く
採
用
し
て
い
る
。
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発
表
さ
れ
た
文
章
の
う
ち
人
物
は
二
○
％
を
占
め
、
い
ま
中
国
の
医
史
界
は
次
第
に
学
術
争
鳴
の
学
風
を
形
成
し
つ
つ
あ
り
、
意
見
の
わ
か
れ

た
学
術
問
題
に
対
し
て
も
自
由
に
討
論
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
扁
鵲
の
平
生
の
問
題
、
孫
思
遡

の
生
年
の
問
題
、
張
仲
景
の
出
生
地
と
長
沙
太
守
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
問
題
、
曹
操
の
軍
隊
が
赤
壁
の
戦
い
で
敗
北
し
た
の
は
住
血
吸
虫
と

関
係
が
あ
る
と
い
う
問
題
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
学
術
思
想
は
い
き
い
き
と
し
た
様
相
を
呈
し
、
争
鳴
は
熱
烈
を
き
わ
め
、
医
史
学
の
領
域
は

空
前
の
喜
ば
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
医
史
学
の
教
育
と
研
究
生
の
育
成

中
国
の
高
等
医
学
教
育
に
医
学
史
の
課
程
が
設
け
ら
れ
た
の
は
比
較
的
遅
い
。
本
世
紀
の
初
め
、
一
部
有
識
の
士
が
政
府
未
承
認
の
通
信
教

育
と
中
医
学
院
や
大
学
に
設
置
し
た
「
医
学
史
」
課
に
よ
っ
て
、
こ
の
分
野
に
手
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
中
西
医
結
合
派
医
学
教
育
家
の
暉

鉄
樵
が
、
孫
永
酢
先
生
を
招
請
し
て
編
纂
し
た
『
医
学
史
』
（
一
九
一
三
）
三
巻
を
、
通
信
教
育
講
座
の
一
部
と
し
て
印
刷
発
行
し
て
い
る
。
そ

の
後
霞
も
な
く
、
中
国
の
篝
名
な
医
史
学
者
ｌ
陳
邦
費
が
江
藤
省
医
政
学
院
現
在
の
南
京
医
学
院
豊
剛
き
に
招
聡
さ
れ
、
医
学
史
。
疾

病
史
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
中
国
の
著
名
な
医
史
学
者
李
濤
が
北
京
の
協
和
医
学
院
に
中
外
医
学
史
の
課
程
を

設
け
、
ま
た
広
東
・
湖
南
・
四
川
・
北
京
等
の
国
立
医
学
院
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
医
学
史
課
程
を
設
け
て
自
作
の
講
義
用
教
材
を
印
刷
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
九
四
九
年
に
は
じ
め
て
、
李
濤
教
授
が
北
京
大
学
医
学
院
（
現
在
の
北
京
医
学
院
）
に
医
学
史
科
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

最
近
の
三
十
余
年
間
に
、
医
史
学
は
科
学
の
一
分
野
と
し
て
日
増
し
に
中
国
医
学
教
育
部
門
か
ら
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に

歩
ん
で
き
た
道
は
平
坦
で
は
な
い
が
、
発
展
し
た
こ
と
は
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
目
下
、
二
十
三
の
中
医
学
院
の
教
育
課
程
で
医
史
学
は
学

生
の
必
修
課
程
で
あ
り
、
授
業
時
間
も
三
十
八
時
間
か
ら
ひ
き
続
き
増
加
し
て
い
る
。
医
史
学
教
育
の
質
を
た
か
め
る
た
め
に
衛
生
部
は
全
国

の
専
門
家
を
組
織
し
、
高
等
医
学
院
や
大
学
で
使
用
す
る
た
め
に
統
一
の
中
国
医
学
史
講
義
を
作
成
し
、
教
育
摘
要
を
制
定
し
た
。
一
部
の
学

院
や
大
学
で
は
電
化
教
育
設
備
を
利
用
し
て
、
．
「
中
国
医
学
史
」
の
映
画
や
医
史
人
物
の
一
生
や
学
術
思
想
・
成
果
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
製
作
し
、
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一
九
七
八
年
に
、
私
は
同
僚
と
協
同
し
て
、
中
国
医
学
史
上
初
め
て
修
士
研
究
生
を
共
同
募
集
し
た
。
応
募
者
数
の
多
か
っ
た
こ
と
と
、
試

験
成
績
の
優
秀
だ
っ
た
こ
と
は
予
想
外
で
、
臨
時
に
衛
生
部
・
教
育
部
に
申
請
し
て
採
用
人
員
数
を
三
名
か
ら
五
名
に
増
や
し
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
学
員
は
三
年
間
学
習
し
て
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
れ
た
成
績
で
修
士
の
学
位
を
得
て
い
る
。
彼
ら
の
医
史
科
学
研
究
と
教
育
の
能
力

現
代
医
学
の
医
学
院
や
大
学
（
す
な
わ
ち
西
洋
医
学
）
の
医
史
学
教
育
は
、
い
ま
だ
に
そ
う
と
う
遅
れ
た
状
態
に
あ
る
。
中
国
に
は
現
在
高
等

医
学
院
や
大
学
な
ど
が
百
十
余
あ
る
が
、
医
史
学
教
研
室
が
あ
り
、
医
史
学
課
程
を
開
設
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
七
校
、
そ
の
多
数
が
最
近
数

年
間
に
回
復
し
た
り
、
新
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
段
階
で
、
中
国
の
中
・
西
医
高
等
医
学
院
や
大
学
に
あ
る
三
十
の
医
史
学
教
研
室
の
教
師

は
二
’
三
名
、
多
く
て
五
’
七
名
に
す
ぎ
ず
、
各
教
研
室
で
副
教
授
以
上
の
教
師
は
三
分
の
二
に
た
ら
な
い
。
だ
が
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
医
史

学
教
育
は
す
で
に
日
増
し
に
多
く
の
教
育
者
と
医
学
生
た
ち
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
等
医
学
院
や
大
学
で
医
史
学
の
教
育
を
強
化
し

て
ほ
し
い
と
い
う
呼
び
声
は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
学
校
で
医
史
学
を
担
当
す
る
教
師
の
資
質
を
高
め
る
必
要
が
要

求
さ
れ
、
こ
の
急
な
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
衛
生
部
は
中
医
研
究
院
中
国
医
史
文
献
研
究
所
に
委
託
し
て
全
国
医
史
科
学
研
究
教
学
中
堅
分
子

学
習
班
を
開
設
、
我
禽
の
研
究
所
に
対
し
て
全
国
医
史
学
教
師
の
資
質
を
育
成
す
る
基
地
に
な
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
十
月

十
七
日
に
開
設
し
た
こ
の
班
は
、
一
九
五
六
年
以
後
に
設
け
ら
れ
た
二
回
目
の
班
で
、
期
間
は
一
年
、
学
員
は
各
高
等
医
学
院
や
大
学
の
助
教

授
・
講
師
ら
で
あ
る
。
前
半
年
は
中
国
医
学
通
史
・
中
国
医
学
学
科
史
・
世
界
医
学
史
・
医
学
と
哲
学
等
を
教
授
す
る
ほ
か
、
天
文
学
史
・
化

学
史
・
物
理
史
・
建
築
史
・
生
物
史
・
農
学
史
・
数
学
史
等
の
自
然
科
学
史
、
哲
学
史
・
宗
教
史
・
考
古
学
史
等
の
社
会
科
学
史
の
講
座
、
目

録
学
・
版
本
学
・
文
字
史
・
医
史
論
文
の
作
成
方
等
が
あ
る
。
後
半
年
は
一
カ
月
で
、
分
担
し
て
名
医
遺
跡
の
調
査
研
究
を
行
い
、
四
カ
月
間

で
論
文
を
作
成
、
ま
た
は
調
査
報
告
・
質
疑
応
答
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

で
論
文
を
作
成
、
ま
た
は
調
査
報
告

医
史
修
士
研
究
生
の
育
成

多
く
の
学
院
に
は
ぶ
な
中
国
と
世
界
の
医
学
史
の
ス
ラ
イ
ド
設
備
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
ぞ
っ
て
学
生
の
見
学
に
供
す
る
特
色
の
あ
る
医
史
教
６局ｊ

育
用
陳
列
室
な
ど
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
。
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四
医
史
博
物
館
と
名
医
記
念
館

医
史
博
物
館
や
名
医
記
念
館
を
名
実
と
も
に
充
実
し
た
も
の
と
す
る
に
は
、
一
定
の
状
況
の
も
と
で
は
医
薬
衛
生
の
考
古
や
文
物
の
収
集
が

密
接
に
関
係
す
る
。
か
つ
て
の
中
国
で
は
時
お
り
医
薬
衛
生
文
物
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
当
時
の
政
府
が
重
視
し
な
か
っ
た
た
め

に
数
多
く
の
貴
重
な
文
物
や
文
献
が
盗
ま
れ
て
売
ら
れ
た
り
、
違
法
な
手
段
で
国
外
へ
運
び
だ
さ
れ
外
国
の
所
有
物
と
な
っ
て
い
る
。

人
民
共
和
国
に
な
っ
て
か
ら
は
政
府
が
考
古
の
発
掘
と
文
物
の
保
護
を
十
分
に
重
視
し
て
い
る
の
で
、
国
の
文
物
考
古
部
門
の
計
画
的
な
発

掘
と
基
礎
建
設
現
場
か
ら
の
お
び
た
だ
し
い
出
土
物
に
よ
り
大
き
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
掘
と
発
見
は
、
中
国
の
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
年
代
に
お
け
る
科
学
文
化
・
政
治
経
済
。
民
族
関
係
。
内
外
交
流
の
科
学
的
な
研
究
に
、
極
め
て
豊
富
で
貴
重
な
文
物
に
よ
る
実
証

を
提
供
し
て
い
る
。
医
薬
衛
生
文
物
の
考
古
発
掘
は
い
ま
だ
に
一
つ
の
学
科
と
し
て
独
立
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
基
本
的
に
は
も
と
も
と
計

は
す
で
に
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
卒
業
後
、
中
医
研
究
院
と
上
海
第
一
医
学
院
・
河
北
医
学
院
等
の
部
門
で
、
科
学
研
究
課
題
の
遂
行
・
教

材
の
編
纂
な
ど
の
面
で
中
堅
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
か
ら
、
広
州
中
医
学
院
。
湖
南
中
医
学
院
・
黒
竜
江
中
医
学
院
・
ハ
ル
ビ

ン
医
科
大
学
・
成
都
中
医
学
院
・
北
京
中
医
学
院
・
北
京
医
学
院
。
上
海
中
医
学
院
等
で
、
あ
い
つ
い
で
医
史
修
士
研
究
生
を
招
集
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
我
々
の
研
究
所
で
は
あ
く
る
年
に
中
医
古
典
文
献
校
勘
注
釈
の
修
士
研
究
生
を
募
集
し
は
じ
め
、
国
務
院
学
位
委
員
会
よ
り
中
国

医
史
文
献
研
究
所
の
教
育
能
力
。
レ
ベ
ル
。
設
備
条
件
等
に
も
と
づ
い
て
、
修
士
学
位
授
与
部
門
の
許
可
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
こ
れ
と
同
時
に

一
部
の
姉
妹
部
門
も
こ
の
資
格
を
獲
得
し
、
我
々
の
研
究
所
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九
八
四
年
末
ま
で
に
卒
業
し
た
研
究
生
は
十
二
名
、
す
で

に
そ
の
中
の
十
一
名
が
修
士
の
学
位
を
得
て
い
る
。
在
学
者
は
十
一
名
で
、
我
倉
は
一
九
八
五
年
に
は
募
集
人
員
を
増
や
し
、
新
た
に
十
名
採

用
す
る
計
画
を
た
て
て
い
る
。
不
完
全
な
統
計
に
よ
る
と
、
全
国
で
す
で
に
卒
業
し
た
医
史
文
献
学
の
研
究
生
は
約
五
十
名
、
ま
だ
在
学
中
の

者
が
こ
の
他
に
五
十
余
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
士
研
究
生
の
育
成
に
よ
り
、
医
史
研
究
の
後
継
者
が
不
断
に
増
加
し
、
医
史
学
と
い
う
学

科
を
盛
ん
に
し
、
発
達
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
保
証
と
な
っ
て
い
る
。
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画
し
て
い
た
考
古
で
は
な
く
、
み
な
実
際
に
考
古
発
掘
時
に
た
ま
た
ま
大
量
に
そ
の
種
の
文
物
が
発
見
さ
れ
、
医
史
学
界
の
学
者
が
は
じ
め
て

そ
れ
ら
の
研
究
に
参
加
で
き
る
と
い
う
状
態
に
あ
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
三
十
数
年
ら
い
、
衛
生
文
物
の
考
古
研
究
は
眼
を
象
は
る
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
石
器

時
代
の
外
科
・
針
灸
用
具
ｌ
砥
石
・
石
針
・
骨
針
等
が
各
地
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嵩
城
商
墓
の
薬
用
植
物
の
種
子
・
発
酵
粉
、
湖
北

雲
夢
秦
簡
の
中
の
衛
生
律
令
竹
簡
、
秦
阿
房
宮
の
浴
室
と
地
下
水
道
系
統
、
河
北
満
城
の
漢
中
山
王
劉
勝
の
墓
か
ら
出
土
し
た
針
灸
用
針
Ｉ

金
針
・
銀
針
、
薬
を
ま
ぜ
あ
わ
せ
た
り
煎
じ
た
り
す
る
た
め
に
用
い
た
〃
医
工
銅
盆
″
等
十
余
種
の
器
物
。
湖
南
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
の
女

性
屍
体
と
医
療
・
防
腐
薬
材
。
三
号
漢
墓
の
大
量
の
医
学
著
作
、
例
え
ば
非
常
に
貴
重
な
『
導
引
図
』
『
五
十
二
病
方
』
等
十
余
種
。
甘
粛
武

威
漢
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
『
治
百
病
方
』
（
『
武
威
漢
代
医
簡
』
）
。
映
西
西
安
南
郊
の
唐
代
の
穴
倉
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
上
等
丹
用
鉱
薬
物
八
種
、

及
び
金
・
銀
。
玉
・
め
の
う
等
で
造
っ
た
製
薬
・
貯
薬
・
服
薬
用
の
器
皿
用
具
二
十
余
種
。
福
建
古
港
泉
州
湾
か
ら
発
掘
さ
れ
た
宋
代
の
海
運

沈
没
船
中
の
香
科
薬
物
十
余
種
。
こ
れ
は
脱
水
し
て
い
な
い
状
態
で
二
三
五
○
余
キ
ロ
あ
る
。
ま
た
、
江
蘇
江
陰
か
ら
は
明
代
の
外
科
手
術
器

具
と
そ
の
他
の
医
療
器
皿
等
十
余
種
類
が
出
土
し
て
い
る
。

上
述
の
発
掘
と
研
究
に
よ
っ
て
、
我
為
は
中
国
の
各
時
代
の
医
薬
衛
生
状
況
に
対
し
よ
り
一
歩
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
一
部
の
も
の

は
我
を
の
こ
れ
ま
で
の
若
干
の
論
点
に
対
し
て
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
証
拠
を
提
供
し
た
。
こ
の
た
め
中
国
の
医
史
学
界
か
ら
重
視
さ
れ
、
諸

外
国
の
友
人
の
関
心
を
ひ
き
起
こ
し
、
ま
す
ま
す
多
く
の
日
本
。
ア
メ
リ
カ
・
西
ド
イ
ツ
等
の
学
者
の
研
究
心
を
か
き
た
て
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
文
物
考
古
の
研
究
で
、
中
国
と
日
本
間
に
は
大
き
な
合
作
の
可
能
面
が
あ
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
中
国
の
医
史
学
界
は
こ
の
方
面
で

も
、
そ
れ
な
り
の
成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
数
百
を
か
ぞ
え
る
研
究
論
文
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
学
術
会
議
で
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
で
期
刊

誌
に
発
表
さ
れ
る
機
会
を
得
た
も
の
は
百
近
く
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
整
理
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
に
は
『
導
引
図
』
、
『
五
十
二
病
方
』
、
『
武
威

漢
代
医
簡
』
（
『
治
百
病
方
』
）
等
の
文
物
考
古
人
員
と
我
を
研
究
所
の
共
同
研
究
成
果
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
衛
生
部
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
中
国
医
史
学
界
は
科
学
研
究
の
必
要
性
と
研
究
生
の
独
立
考
察
能
力
を
た
か
め
る
た
め
、
絶
え
ず
専
門
家
や
研
究
生
を
組
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織
し
て
、
扁
鶴
・
張
仲
景
・
華
佗
・
皇
甫
説
。
孫
思
遡
・
王
燕
・
宋
慈
。
李
時
珍
。
王
清
任
・
王
肯
堂
。
陳
実
功
た
ち
の
遺
跡
な
ど
を
実
地
調

査
研
究
し
、
多
く
の
価
値
あ
る
文
物
資
料
を
発
見
し
て
い
る
。
例
え
ば
河
南
湯
陰
太
行
山
麓
の
薬
王
洞
か
ら
出
土
し
た
多
く
の
孫
思
遡
を
記
念

す
る
宋
。
元
。
明
。
清
代
の
石
碑
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
た
遺
跡
の
保
護
と
修
復
を
促
進
す
る
役
目
も
果
た
し
て
い
る
。

医
薬
衛
生
考
古
発
掘
の
豊
富
な
収
穫
は
、
医
史
博
物
館
の
建
設
と
発
展
に
比
較
的
有
利
な
条
件
を
つ
く
り
だ
し
、
中
国
の
医
史
博
物
館
は
こ

の
三
十
余
年
、
特
に
最
近
の
数
年
間
に
急
速
な
発
展
を
と
げ
て
い
る
。

上
海
中
医
学
院
医
史
博
物
館
の
前
身
は
中
華
医
学
会
中
華
医
史
学
会
の
主
宰
す
る
医
史
博
物
館
で
、
一
九
三
八
年
に
開
設
準
備
が
な
さ
れ
、

一
九
五
一
年
に
中
華
医
学
会
図
書
館
に
陳
列
室
を
設
立
、
一
九
五
四
年
に
正
式
に
医
史
博
物
館
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
博
物
館
は
上
海
市
衛
生

局
と
中
華
医
学
会
の
重
視
と
支
持
を
え
て
、
大
量
の
貴
重
な
医
薬
衛
生
文
物
と
早
期
の
医
学
期
刊
雑
誌
等
を
収
蔵
し
て
い
る
。
一
九
五
九
年
に

上
海
中
医
学
院
の
附
属
と
な
り
、
専
門
者
に
よ
り
管
理
さ
れ
、
専
門
の
経
費
が
支
給
さ
れ
て
、
よ
り
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
の
内
外
の
見

学
者
に
開
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
で
も
歴
史
の
悠
久
な
、
規
模
の
比
較
的
大
き
い
、
珍
品
を
多
く
備
え
た
博
物
館
で
あ
る
。

峡
西
中
医
学
院
医
史
博
物
館
は
、
一
九
七
六
年
に
開
設
準
備
が
な
さ
れ
た
が
、
古
都
長
安
や
成
陽
に
位
置
し
て
い
る
た
め
文
物
を
収
集
す
る

条
件
に
恵
ま
れ
、
一
九
七
八
年
に
は
正
式
に
館
を
設
け
て
陳
列
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
ま
で
わ
ず
か
八
年
間
の
間
に
収
蔵
の
医
薬
衛
生

文
物
の
珍
品
は
急
速
に
増
加
し
、
陳
列
も
系
統
的
で
う
し
ろ
の
雁
が
先
に
な
る
勢
い
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
内
外
の
見
学
者
に
開
放
さ
れ
て

あ
ろ
う
。

好
評
を
博
し
て
い
る
。

中
医
研
究
院
中
国
医
史
文
献
研
究
所
の
中
国
医
史
博
物
館
は
絶
世
の
珍
品
が
多
く
、
一
九
七
八
年
に
開
設
計
画
が
た
て
ら
れ
、
一
九
八
二
年

五
月
に
研
究
所
と
同
時
に
誕
生
し
、
内
外
の
見
学
者
を
接
待
し
て
い
る
。

広
州
中
医
学
院
も
こ
の
数
年
、
個
人
の
収
蔵
家
が
珍
蔵
し
て
い
た
千
を
越
え
る
医
薬
衛
生
文
物
を
収
集
し
て
、
目
下
鑑
定
と
陳
列
準
備
に
と

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
医
学
院
の
医
史
博
物
館
も
近
い
将
来
に
正
式
に
開
館
し
、
内
外
の
見
学
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
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中
国
の
歴
代
名
医
の
記
念
館
も
、
こ
こ
数
年
ら
い
急
速
に
回
復
。
発
展
し
て
い
る
。
三
十
数
年
前
ま
で
、
中
国
の
古
代
名
医
を
記
念
す
る
歴

代
の
祠
堂
・
寺
廟
な
ど
は
長
期
間
修
理
さ
れ
ず
、
そ
の
う
え
六
○
年
代
の
動
乱
に
よ
る
破
壊
で
、
幸
い
に
も
形
を
と
ど
め
得
た
も
の
は
ご
く

わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
中
に
は
荒
れ
る
に
ま
か
さ
れ
、
廃
嘘
と
化
し
て
い
る
も
の
さ
え
あ
っ
た
。
こ
の
数
年
ら
い
、
張
仲
景
を
記
念
す
る
〃
仲

景
祠
〃
、
孫
思
迩
を
記
念
す
る
〃
薬
王
山
〃
、
李
時
珍
を
記
念
す
る
〃
李
時
珍
文
物
保
管
会
″
と
〃
李
時
珍
事
跡
展
覧
館
〃
、
華
佗
を
記
念
す
る

″
華
佗
廟
〃
、
蘭
茂
を
記
念
す
る
〃
蘭
公
祠
″
等
が
そ
れ
ぞ
れ
政
府
の
援
助
に
よ
っ
て
新
し
く
修
繕
さ
れ
、
地
方
の
重
要
文
化
保
護
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
各
地
で
専
門
的
に
医
学
者
の
著
作
・
文
物
等
を
集
め
て
、
陳
列
室
。
記
念
館
等
を
開
設
し
て
い
る
。
現
在
、
上
記
の
医
学
者

を
記
念
す
る
建
物
が
修
復
・
拡
充
さ
れ
た
ほ
か
、
扁
鵲
を
記
念
す
る
〃
鵠
王
廟
〃
・
〃
扁
鵲
墓
″
や
陳
修
園
の
記
念
館
、
新
安
学
記
念
館
、
華
佗

を
記
念
す
る
〃
華
佗
墓
〃
・
…
：
等
が
あ
い
つ
い
で
回
復
さ
れ
た
り
、
修
復
の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
河
南
南
陽
・
安
徽

毫
県
・
江
蘇
徐
州
・
映
西
耀
県
・
湖
北
薪
春
・
福
建
長
楽
等
で
も
、
あ
い
つ
い
で
張
仲
景
病
院
・
華
佗
病
院
・
孫
思
遂
病
院
。
李
時
珍
病
院
。

陳
修
園
病
院
等
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

五
医
史
学
科
研
究
の
動
態
と
趨
勢

中
国
に
お
け
る
医
史
学
の
研
究
は
、
三
十
五
年
前
ま
で
は
基
本
的
に
自
然
発
生
の
状
態
に
あ
っ
た
。
計
画
や
任
務
も
な
け
れ
ば
、
固
定
し
た

方
向
も
目
標
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
民
共
和
国
が
誕
生
し
て
か
ら
、
お
お
ま
か
に
三
方
面
の
主
な
要
素
が
中
国
医
史
学
科
の
迅
速
な
発
展

を
促
し
、
中
国
医
史
学
研
究
論
文
課
題
の
い
く
つ
か
の
特
徴
を
形
づ
け
た
。

そ
の
一
つ
は
、
中
国
近
代
史
の
一
部
が
列
強
の
侵
略
を
徹
底
的
に
う
け
た
歴
史
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
特
筆
す
る
必
要
が
あ
る
。
同

列
も
複
製
品
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

上
述
の
四
博
物
館
は
各
々
に
特
徴
が
あ
る
が
、
よ
り
多
く
の
珍
品
を
収
蔵
し
て
館
の
財
産
と
展
覧
芸
術
を
充
実
す
る
た
め
に
積
極
的
な
努
力

を
か
さ
ね
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
一
部
の
中
医
学
院
で
も
医
史
教
育
の
必
要
に
も
と
づ
き
陳
列
室
を
準
術
し
て
い
る
が
、
規
模
が
小
さ
く
、
陳
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本
世
紀
五
○
年
代
初
期
に
至
っ
て
も
、
中
国
伝
統
医
学
の
科
学
性
と
そ
の
歴
史
経
験
を
手
本
と
し
て
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
中
・
西
医

の
あ
い
だ
で
依
然
と
し
て
激
し
い
論
争
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
中
国
の
医
史
学
の
研
究
は
巨
大
な
任
務
に
た
ち
向
か
わ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
国
伝
統
医
学
の
輝
か
し
い
歴
史
を
発
掘
し
、
歴
代
医
学
者
の
医
療
技
術
や
学
術
面
で
の
成
果
と
傑
出
し
た
貢
献
を

研
究
し
、
以
て
人
び
と
の
伝
統
医
学
に
対
す
る
一
方
的
な
認
識
と
い
ま
だ
に
存
在
し
て
い
る
民
族
劣
等
感
の
思
想
を
糾
正
し
、
よ
り
多
く
の
有

識
の
士
を
中
国
伝
統
医
学
の
発
掘
・
整
理
と
研
究
等
の
仕
事
に
つ
か
せ
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
医
史
の
研
究
は
、
人
民
政
府
・

衛
生
部
の
指
導
者
・
医
薬
衛
生
関
係
者
・
知
識
界
の
広
範
な
関
心
と
注
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
医
史
の
研
究
・
教
育
。
普
及

宣
伝
は
十
分
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
中
国
の
医
学
科
学
に
は
二
種
類
の
医
学
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
現
実
か
ら
出
発
し
て
、
人
民
政
府
が
旧
政
府
と
完
全
に
異
な

っ
た
政
策
を
と
っ
た
こ
と
。
即
ち
伝
統
医
学
に
対
し
て
扶
持
発
展
の
政
策
を
と
り
、
中
国
医
薬
学
の
遺
産
の
継
承
発
展
を
強
調
し
、
西
医
は
中

医
か
ら
学
び
、
中
・
西
医
は
結
合
し
て
中
医
学
を
学
び
、
長
を
取
り
短
を
補
い
、
中
国
の
特
色
に
富
ん
だ
統
一
的
な
医
学
科
学
を
創
造
す
る
こ

と
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
に
二
種
類
の
医
学
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
上
記
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
、
少

な
か
ら
ぬ
人
が
懐
疑
的
な
態
度
を
抱
い
て
い
た
。
医
史
学
研
究
に
よ
り
医
学
発
展
の
法
則
性
を
討
論
し
、
中
国
伝
統
医
学
を
排
斥
す
る
非
科
学

時
に
そ
れ
は
外
来
文
化
と
固
有
文
化
が
激
し
く
争
奪
し
あ
い
変
革
し
あ
っ
た
歴
史
で
あ
り
、
現
代
科
学
技
術
が
輸
入
さ
れ
、
一
定
程
度
、
固
有

の
科
学
技
術
に
と
っ
て
換
わ
っ
た
変
革
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。
政
府
が
無
能
だ
っ
た
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
関
係
に
対
す
る
処
理
の
仕
方
が
不
当

だ
っ
た
た
め
、
そ
う
と
う
多
数
の
者
の
心
に
民
族
劣
等
感
と
外
国
崇
拝
、
外
国
に
媚
び
へ
つ
ら
う
思
想
が
次
第
に
生
ま
れ
た
。
そ
れ
が
医
学
科

学
の
面
で
、
政
府
関
係
・
衛
生
指
導
部
門
・
一
部
の
現
代
医
学
を
職
業
と
す
る
者
の
間
に
、
た
だ
西
洋
医
学
だ
け
を
承
認
し
、
甚
し
ぎ
に
至
っ

て
は
〃
旧
医
を
廃
止
し
て
医
事
衛
生
の
障
害
を
一
掃
す
る
案
″
を
通
過
さ
せ
、
中
国
の
伝
統
医
学
を
衛
生
事
業
に
お
け
る
障
害
と
見
な
し
、
期

限
つ
き
で
取
締
り
、
消
滅
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
さ
え
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
中
医
と
西
医
が
ま
つ
向
か
ら
対
立
す
る
局
面
が
生
じ
た
の
で
あ

る
0
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的
な
態
度
を
論
及
し
て
批
判
的
に
こ
れ
を
継
承
し
、
研
究
と
結
合
さ
せ
新
し
い
医
学
を
創
り
だ
す
こ
と
は
医
学
の
発
展
に
と
っ
て
必
然
と
い
え

よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
び
と
が
中
国
伝
統
医
学
の
継
承
と
発
展
を
重
視
し
、
大
量
の
説
得
力
の
あ
る
論
拠
を
提
供
し
え
た
こ
と
は
、
医
史
学

科
が
比
較
的
迅
速
に
発
展
で
き
た
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
三
は
、
一
九
五
六
年
か
ら
現
在
ま
で
中
国
は
中
医
の
継
承
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
二
十
三
校
の
高
等
中
医
学
院
や
大
学
を
開
設
し

た
こ
と
。
学
制
は
五
年
と
六
年
の
二
種
類
で
、
課
程
の
設
定
に
あ
た
り
、
学
生
が
中
国
の
伝
統
医
学
の
発
展
状
況
に
対
し
て
一
つ
の
比
較
的
系

統
だ
っ
た
認
識
を
も
ち
、
視
野
を
広
め
、
理
論
思
維
の
方
法
を
育
成
し
、
中
医
学
を
継
承
発
展
さ
せ
る
自
信
を
も
た
せ
る
た
め
に
中
国
医
学
史

の
授
業
を
設
け
て
重
要
必
修
課
目
と
し
た
。
こ
の
課
程
は
教
育
計
画
の
中
で
も
比
較
的
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
教
師
の
教
育
の
質
を
よ

り
一
歩
た
か
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
教
師
が
研
修
や
科
学
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
た
直
接
に
医
史
学
の
繁
栄
と
発
展
を
促
進
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
他
の
要
素
も
あ
る
が
、
上
述
の
三
つ
の
要
素
が
、
中
国
医
史
学
と
い
う
学
科
が
中
国
に
お
い
て
比
較
的
迅
速
に
発
展
で

き
た
主
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

上
述
の
三
要
素
は
中
国
医
史
学
の
発
展
方
向
と
内
容
を
大
き
く
左
右
し
、
数
多
く
の
研
究
課
題
の
選
択
は
こ
の
三
要
素
の
要
求
に
適
応
す
る

よ
う
に
遂
行
さ
れ
、
中
国
医
史
学
発
展
の
若
干
の
特
徴
と
趨
勢
を
決
定
し
て
い
る
。
三
十
五
年
間
に
発
表
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
性
質
を
異
に
し
た

論
文
か
ら
見
る
と
、
大
ま
か
に
二
段
階
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
の
一
つ
は
前
三
十
年
間
の
第
一
段
階
で
あ
る
。
中
国
歴
代
の

医
学
者
は
医
学
科
学
の
技
術
面
で
諸
外
国
に
先
が
け
た
発
明
創
造
を
な
し
と
げ
、
医
学
校
・
病
院
・
伝
染
病
隔
離
・
医
書
の
刻
印
・
校
正
医
書

局
・
薬
典
の
頒
布
・
福
利
施
設
な
ど
の
先
進
的
な
成
果
が
比
較
的
多
い
。
こ
の
範
晴
に
対
す
る
大
量
の
論
文
と
医
史
知
識
の
普
及
は
、
医
学
界

に
存
在
し
て
い
た
無
為
徒
食
・
民
族
虚
無
主
義
等
の
思
想
影
響
・
民
族
劣
等
感
等
の
解
決
に
比
較
的
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
中
国

の
伝
統
医
学
は
普
遍
的
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
医
史
学
研
究
と
医
学
科
学
の
健
康
な
発
展
は
十
分
明
白
な
相
互
促
進
作
用
を
示
す
よ
う

に
な
っ
た
。

二
つ
め
は
、
最
近
五
年
間
の
第
二
段
階
で
あ
る
。
上
記
の
主
要
傾
向
か
ら
、
い
ま
だ
に
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
い
え
、
医
学
発
展
に
対
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す
る
社
会
学
的
要
素
の
影
響
や
、
医
史
学
理
論
問
題
等
の
研
究
が
よ
り
多
く
の
学
者
の
注
意
を
ひ
き
は
じ
め
、
こ
の
五
年
間
は
中
国
医
史
学
科

学
研
究
の
趨
勢
に
一
つ
の
転
換
期
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
医
史
学
は
い
ま
よ
り
系
統
的
、
よ
り
全
面
的
な
方
向
に
向
か
っ
て
逼
進

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
転
化
は
中
国
医
史
学
会
に
お
け
る
思
想
の
活
発
化
。
題
材
選
択
の
豊
富
多
彩
化
・
学
術
争
鳴
と
自
由
討
論
の
発
展
等

の
状
況
下
に
出
現
し
た
も
の
で
、
中
国
医
史
学
が
一
つ
の
新
し
い
段
階
に
つ
き
進
象
、
こ
の
先
、
よ
り
よ
い
方
向
に
進
歩
発
展
す
る
こ
と
を
意

味
づ
け
て
い
る
。
こ
の
趨
勢
は
以
下
の
七
方
面
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
、
よ
り
広
範
な
多
学
科
的
研
究
に
向
か
っ
て
伸
展
し
て
い
る
こ
と
。
上
述
の
よ
う
に
、
三
十
五
年
ら
い
の
中
国
医
史
の
研
究
を
数
と
質

の
面
か
ら
分
析
し
て
み
る
と
、
単
純
に
医
学
科
学
技
術
の
成
果
に
重
点
を
お
い
た
論
述
が
絶
対
的
優
勢
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
の
現
実

的
要
求
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
医
史
学
科
を
発
展
さ
せ
て
医
学
の
発
展
を
探
索
す
る
と
い
う
法
則
性
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は

そ
の
要
求
に
適
応
し
が
た
い
。
中
国
の
医
史
学
者
は
い
ま
ま
す
ま
す
多
く
こ
の
種
の
傾
向
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
発
明
と
成
果

の
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の
思
維
の
方
法
を
重
点
的
に
探
索
討
論
し
て
い
る
。
社
会
の
各
種
要
素
は
促
進
の
働
き
を
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も

制
約
し
た
の
か
。
な
ぜ
成
功
し
た
の
か
、
ま
た
は
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
。
た
と
え
一
冊
の
古
代
医
学
書
を
研
究
す
る
に
し
て
も
、
必
ず
正
し
い

歴
史
観
を
も
た
ね
ば
な
ら
ず
、
作
者
が
任
意
に
評
価
し
た
り
、
け
な
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
歴
史
の
実
際
に
符
合
し
た
客
観
的
な
評
価

が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
も
よ
り
多
学
科
的
な
総
合
考
察
が
必
要
と
な
り
、
医
学
発
展
の
一
つ
の
歴
史
区
分
・
歴
史
的
な
事

件
等
に
対
し
て
多
学
科
的
な
考
察
が
よ
り
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
と
社
会
の
発
展
・
政
治
経
済
・
戦
争
の
災
禍
・
宗

教
巫
術
・
哲
学
意
識
・
指
導
的
人
物
の
役
割
等
と
の
関
係
が
非
常
に
密
接
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
観
点
は
、
い
ま
中
国
医
史
学
研
究
者
の
関
心

を
招
き
、
中
国
医
史
学
研
究
は
今
後
継
続
し
て
医
療
技
術
の
創
造
と
発
明
に
関
心
を
も
つ
と
同
時
に
、
よ
り
広
範
に
多
学
科
的
総
合
研
究
の
方

向
に
転
化
し
、
理
論
研
究
は
今
後
よ
り
強
化
さ
れ
る
と
予
見
で
き
よ
う
。

第
二
、
少
数
民
族
医
学
史
の
研
究
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。
周
知
の
よ
う
に
中
国
は
多
民
族
の
国
で
、
そ
の
う
ち
の
チ
ベ
ッ
ト
族
・
モ
ン

ゴ
ル
族
・
ゥ
イ
グ
ル
族
・
チ
ワ
ン
族
・
タ
イ
族
等
は
み
な
基
本
的
に
は
漢
族
医
学
に
属
し
て
い
る
が
、
完
全
に
同
一
で
は
な
く
そ
の
民
族
の
特
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徴
を
備
え
た
医
学
理
論
と
経
験
を
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
悠
久
な
歴
史
と
豊
富
な
典
籍
文
献
を
所
有
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
今

で
も
そ
れ
を
継
続
し
て
運
用
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
医
学
は
千
余
年
の
歴
史
と
数
百
種
類
の
医
学
文
献
が
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
を
除
い

た
ほ
か
、
青
海
。
甘
粛
・
新
彊
・
四
川
・
雲
南
・
内
蒙
古
・
遼
寧
等
の
省
と
自
治
区
に
は
、
み
な
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
族
の
医
者
が
人
び
と
の
病

気
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
中
国
の
歴
史
に
は
、
吐
谷
津
。
契
丹
・
女
真
等
の
古
代
民
族
の
医
学
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し

過
去
の
時
代
に
は
、
中
国
の
医
史
学
界
の
こ
れ
に
対
す
る
研
究
は
非
常
に
少
な
く
、
こ
の
種
の
状
況
は
漢
族
学
者
が
そ
う
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
各
少
数
民
族
の
学
者
の
中
で
も
あ
ま
り
注
意
を
呼
び
起
こ
さ
な
か
っ
た
。
現
在
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
め
る
呼
び
声
は
非
常
に
強
く
、

漢
族
学
者
や
各
少
数
民
族
学
者
を
と
わ
ず
、
み
な
努
力
し
て
調
査
研
究
を
行
い
、
チ
ベ
ッ
ト
医
史
。
モ
ン
ゴ
ル
医
史
・
ウ
イ
グ
ル
医
史
等
の
研

究
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
年
間
の
努
力
に
よ
り
上
述
の
状
態
は
改
め
ら
れ
、
『
中
国
医
学
百
科
全
書
」
の

「
医
学
史
」
「
チ
ベ
ッ
ト
医
学
」
「
ウ
イ
グ
ル
医
学
」
「
モ
ン
ゴ
ル
医
学
‐
一
等
四
つ
の
分
巻
に
は
す
べ
て
民
族
医
学
発
展
史
の
内
容
が
収
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
が
良
い
方
向
に
発
展
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
少
数
民
族
の
医
学
史
の
人
材
も
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
中
華
医
学

会
・
中
華
医
史
学
会
は
少
数
民
族
医
学
史
の
研
究
と
学
術
交
流
を
強
化
促
進
し
、
少
数
民
族
医
史
関
係
者
と
団
結
す
る
た
め
に
、
民
族
医
学
史

研
究
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
を
討
論
し
て
い
る
。

第
三
、
近
現
代
医
史
の
調
査
研
究
が
す
で
に
歩
象
は
じ
め
た
こ
と
。
あ
る
時
期
に
、
多
く
の
人
び
と
は
近
代
現
代
医
史
の
研
究
は
難
儀
な
仕

事
だ
と
畏
れ
を
抱
き
、
避
け
ら
れ
る
な
ら
避
け
て
通
り
た
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
原
因
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の

重
要
性
を
完
全
に
認
識
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
人
び
と
が
そ
う
い
う
見
方
を
変
え
て
、
畏
れ
を
抱
か
な
い
よ
う
に
な

れ
ば
、
こ
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
局
面
も
迅
速
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
医
史
学
の
領
域
か
ら
い
え
ば
．
先
人
を
記
念
す
る
た
め
に
、

一
九
八
○
年
『
中
華
医
史
雑
誌
』
復
刊
後
の
第
二
期
に
、
我
盈
は
陳
邦
賢
・
李
濤
・
王
吉
民
先
生
ら
三
名
の
中
国
医
史
学
者
の
生
涯
と
そ
の
学

術
成
果
を
要
約
し
て
紹
介
し
た
。
文
章
は
そ
う
長
く
な
か
っ
た
が
、
影
響
は
比
較
的
大
き
く
、
医
史
界
が
近
代
現
代
医
史
の
研
究
を
重
視
す
る

引
金
と
な
っ
た
。
そ
の
後
『
当
代
中
国
』
、
省
・
市
の
『
衛
生
誌
』
、
『
中
国
医
学
科
学
年
鑑
』
『
衛
生
年
鑑
』
『
中
医
年
鑑
』
『
外
科
年
鑑
』
『
中
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第
四
、
医
史
学
の
理
論
研
究
は
、
今
後
よ
り
大
き
な
発
展
を
す
る
こ
と
。
広
義
の
医
史
理
論
研
究
が
、
人
物
の
評
価
・
社
会
の
諸
要
素
と
の

関
係
・
医
学
起
源
の
問
題
等
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
第
一
の
項
目
で
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
狭
義
の
理
論
研
究
の
動
向

に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
即
ち
医
学
史
と
医
史
学
の
学
科
性
質
問
題
・
医
学
領
域
の
地
位
・
意
義
等
の
討
論
に
関
し
て
、
少
し
ば
か
り
説
明
を
加
え

る
。
ま
ず
医
史
学
の
性
質
の
問
題
だ
が
、
現
在
の
中
国
医
史
学
者
は
大
方
こ
う
思
っ
て
い
る
。
医
史
学
の
研
究
は
必
ず
〃
医
学
発
展
の
歴
史
経

験
″
と
〃
医
学
発
展
の
法
則
″
の
討
論
を
強
調
し
、
以
て
現
代
中
・
西
医
学
発
展
の
手
本
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
医
史
学
の
性
質
を
明
確

に
さ
せ
る
た
め
に
、
か
つ
て
何
が
医
学
か
？
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
数
回
に
わ
た
っ
て
論
争
し
た
結
果
、
初
歩
的
な
統
一
見
解
が
か
も
し
だ

さ
れ
た
。
こ
の
見
解
は
『
中
国
医
学
百
科
全
書
・
医
学
史
』
分
巻
の
第
一
条
に
反
映
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
何
が
医
学
史
か
、
何
が
医
史

学
か
、
そ
の
医
学
領
域
内
で
の
地
位
は
ど
う
な
の
か
、
医
学
の
発
展
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
中
国
の

全
国
的
な
医
史
学
術
会
議
や
地
方
に
お
け
る
会
議
で
討
論
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
討
論
に
よ
り
、
多
く
の
研
究
者
が
現
代
の
国
際
学
界
の
あ
れ

こ
れ
の
論
点
を
吸
収
し
、
個
人
の
結
論
の
説
得
力
を
強
化
し
て
い
る
。

第
五
、
世
界
医
学
史
の
科
学
研
究
教
育
に
対
す
る
関
心
を
ひ
き
起
こ
し
た
こ
と
。
中
国
の
医
史
学
界
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
医
学
史
の
研
究
の

面
で
か
な
り
遅
れ
て
い
た
。
深
く
研
究
す
る
な
ど
と
い
う
言
葉
は
使
え
な
い
ほ
ど
で
、
少
し
ば
か
り
の
翻
訳
ま
た
は
総
合
的
に
述
べ
た
文
章
が

あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
現
在
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
改
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
世
界
医
学
史
の
研
究
は
人
び
と
の
関
心
を
ひ
き
起
こ
し
、
普
遍
的
に

こ
の
部
門
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
世
界
医
学
史
に
関
す
る
若
干
の
特
定
テ
ー
マ
に
よ
る

研
究
論
文
が
増
え
る
よ
う
に
な
り
、
洋
の
東
西
を
比
較
し
た
医
史
の
研
究
は
中
国
に
お
い
て
一
つ
の
新
し
い
学
科
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。
私
の

国
人
名
詞
典
』
等
や
〃
回
憶
録
″
〃
口
頭
史
刎
等
す
べ
て
が
、
現
代
医
史
の
研
究
を
大
き
く
促
進
さ
せ
て
い
る
。
最
近
は
健
存
医
学
者
の
伝
記

も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
全
体
か
ら
論
じ
れ
ば
近
代
現
代
医
史
の
研
究
は
い
ま
だ
に
遅
れ
て
い
る
が
、
近
代
前
の
医
史
が
絶
対
的
な
地
位

を
占
め
て
い
る
局
面
は
す
で
に
改
め
ら
れ
、
時
間
の
推
移
に
つ
れ
て
近
代
現
代
医
史
の
研
究
が
よ
り
顕
要
な
地
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ブ
つ
畠
ノ
◎
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研
究
所
で
は
こ
の
必
要
に
応
じ
て
、
少
数
民
族
医
史
と
東
西
比
較
医
史
研
究
室
を
設
置
し
て
修
士
研
究
生
を
招
聰
し
て
い
る
。
力
不
足
で
は
あ

る
が
、
一
つ
の
さ
い
先
の
よ
い
出
だ
し
と
い
え
よ
う
。

第
六
、
文
献
研
究
論
文
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
。
中
国
の
医
学
古
典
籍
は
極
め
て
豊
富
で
、
我
灸
は
よ
く
〃
浩
如
烟
海
″
（
大
海
原
の
よ

う
に
広
い
）
と
か
〃
汗
牛
充
棟
″
（
蔵
書
が
家
の
棟
に
と
ど
く
ほ
ど
、
牛
が
汗
を
か
く
ほ
ど
で
あ
る
）
と
い
う
言
葉
で
形
容
し
て
い
る
が
、
目
録
編
集
の

近
況
か
ら
み
る
と
、
現
存
中
医
薬
書
籍
は
全
国
で
一
万
種
類
に
近
い
。
こ
の
数
年
ら
い
政
府
は
古
典
文
献
（
主
に
文
学
・
史
学
・
哲
学
）
の
校

勘
・
注
釈
・
出
版
を
強
調
し
、
医
薬
学
古
典
文
献
の
校
勘
・
出
版
も
巨
額
の
予
算
を
獲
得
し
て
い
る
た
め
、
五
○
年
代
に
比
べ
て
よ
り
広
範
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
よ
り
、
古
典
医
書
の
評
価
・
研
究
等
の
論
文
も
急
速
に
増
え
、
一
九
八
三
年
’
一
九
八
四
年
の
二
年

間
に
全
国
の
期
刊
誌
に
発
表
さ
れ
た
医
史
関
係
の
論
文
は
総
計
一
千
百
余
に
達
し
、
そ
の
中
で
文
献
や
医
学
書
に
関
す
る
も
の
は
三
○
％
を
占

め
五
○
年
代
、
六
○
年
代
に
比
べ
て
明
ら
か
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
状
況
の
出
現
は
、
目
前
の
状
況
か
ら
い
え
ば
こ
の
先
も
若
干
年
つ

づ
く
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
客
観
的
な
需
要
が
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
七
、
国
際
学
術
界
と
の
交
流
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
。
一
九
四
○
年
に
中
華
医
史
学
会
は
す
で
に
国
際
医
史
学
会
の
成
員
だ
っ
た
が
、

国
際
的
な
医
史
活
動
に
代
表
を
派
遣
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
数
年
、
わ
が
国
の
対
外
開
放
政
策
に
従
っ
て
、
中
国
医
史
学
界
と
国
外
同

学
と
の
学
術
資
料
の
交
流
と
相
互
考
察
活
動
は
た
え
ず
増
え
て
い
る
。
我
々
中
国
医
史
文
献
研
究
所
を
例
に
と
っ
て
み
て
も
、
日
本
・
ア
メ
リ

カ
・
西
ド
イ
ツ
等
の
科
学
史
・
医
学
史
関
係
の
専
門
家
や
学
術
団
体
と
比
較
的
密
接
な
関
係
を
う
ち
た
て
て
お
り
、
一
部
の
国
際
学
術
組
織
と

も
接
触
し
て
い
る
。
ま
た
我
を
研
究
所
か
ら
考
察
や
仕
事
を
ふ
く
め
て
延
べ
九
名
が
、
前
後
し
て
ア
メ
リ
カ
・
日
本
・
メ
キ
シ
コ
・
タ
イ
・
西

ド
イ
ツ
等
に
招
か
れ
て
学
術
交
流
を
行
い
、
期
間
は
短
期
で
一
週
間
、
長
期
は
三
’
六
ヵ
月
に
達
し
て
い
る
。
彼
ら
は
多
数
の
科
学
史
研
究
や

教
育
の
機
構
・
博
物
館
等
を
見
学
し
、
多
大
な
啓
発
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
我
禽
の
研
究
所
も
こ
の
数
年
ら
い
日
本
・
ア
メ
リ

カ
。
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
・
西
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
。
ホ
ン
コ
ン
・
台
湾
等
の
学
者
の
見
学
訪
問
を
迎
え
い
れ
、
学
術
報
告
、
ま

た
は
研
修
考
察
・
課
題
研
究
等
を
行
い
、
そ
の
人
数
は
延
べ
五
十
名
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
我
食
も
大
い
に
得
る
と
こ
ろ
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が
あ
っ
た
。
上
述
の
す
べ
て
の
活
動
は
国
際
同
学
問
の
友
情
を
増
し
、
国
際
間
の
学
術
動
態
、
勉
学
研
究
方
法
と
理
論
を
理
解
し
、
先
進
的
な

文
物
考
古
技
術
を
把
握
し
、
ま
た
は
現
代
科
学
技
術
の
医
史
研
究
面
で
の
応
用
等
の
た
め
に
十
分
に
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
わ
が
国
の
経
済
の

発
展
に
と
も
な
い
、
中
国
医
史
界
と
国
際
友
人
た
ち
と
の
学
術
交
流
・
相
互
訪
問
。
考
察
・
合
同
研
究
・
研
究
生
の
育
成
・
情
報
交
換
な
ど
の

機
会
が
、
今
後
よ
り
多
く
な
る
こ
と
を
私
た
ち
は
強
く
確
信
し
て
い
る
。

（
中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究
所
所
長
、
副
教
授
。
中
華
医
学
会
中
華
医
史
学
会
副
会
長
。
中
国
科
学
技
術
史
学
会
理
事
）

（
翻
訳
／
北
里
研
・
東
医
研
・
医
史
学
研
究
室
、
真
柳
誠
）

弓
医
①
切
冒
Ｑ
昌
昌
目
①
ｓ
ｅ
巴
冒
、
８
昌
冒
ｇ
〕
旨
四
一
ｍ
こ
の
鵲
⑪
〔
｛
諄
『
昌
』
湧
き
旨
函
巨
鷺
○
曼
騨
旨
ユ
凹
詳
〕
⑦
ｑ
図
呂
計
５
口
．
国
○
ミ
①
く
９
〕

昌
号
①
閤
目
①
目
昌
①
懲
骨
』
、
ａ
観
ｏ
昌
計
８
ｍ
の
①
具
四
ｍ
閏
〕
冒
号
胃
旨
号
貝
爵
丘
島
、
冒
牙
ｍ
Ｂ
８
鼻
］
切
門
①
置
骨
弓
①
ご
目
旨
号
ぐ
①
ざ
‐

。

ｅ

胃
昌
黒
国
ぐ
冒
岨
日
呂
副
○
吋
昌
昏
①
○
吋
①
月
旦
、
茸
匡
の
日
門
①
．
ｚ
ｇ
ｏ
国
辱
夢
胃
〕
ず
胃
守
門
凹
胃
円
甘
・
具
］
ｇ
滞
閏
唖
貝
二
『
閑
旨
①
ぐ
国

●

ｏ
自
国
豆
①
蔚
辱
津
の
の
辱
○
門
自
計
嵌
①
旨
鼬
皀
①
旨
ｏ
①
切
○
鳧
。
巳
○
凰
巴
岳
昌
．

、

国
○
芝
①
ぐ
胃
〉
昌
彦
①
置
普
鵠
蔚
目
、
》
弓
①
筈
胃
門
①
呂
目
①
島
８
国
鳥
８
弓
切
目
ｓ
①
唖
旨
○
寓
目
画
冨
、
牙
①
国
、
葛
の
宮
津
①
①

、

○
鳧
画
］
』
○
○
』
○
口
目
画
』
』
昌
津
臣
①
旨
。
①
四
目
Ｑ
、
馬
⑦
四
骨
①
廟
。
烏
再
西
口
堕
す
①
の
目
も
屋
忌
員
具
○
烏
①
、
①
四
門
○
ず
》
聖
署
』
岸
｝
〕
庁
彦
①
局
①
切
巨
昌
骨
〔
岸
〕
四
庁
四
犀
茸
］
①
で
局
○
四
局
①
閉

●

ず
閑
ご
①
①
旨
冒
四
ユ
①
．
餌
○
夢
『
①
ぐ
９
ミ
①
四
局
①
胃
筐
画
き
旨
い
夛
画
言
津
Ｏ
ｇ
ｐ
ｏ
屋
の
ぐ
甘
頃
間
●
①
Ｃ
Ｏ
唱
昌
宮
○
国
撹
印
昌
旨
ｑ
①
で
①
冒
旦
⑦
目
毎
節
①
匡

■
①

彦
画
ゆ
ず
①
①
旨

Ｏ
烏
．
鴛
巨
Ｑ
園
．

国
津
貿
動
く
①
言
①
四
筋
ｇ
ｏ
宮
口
①
の
①
言
①
ｇ
ｏ
巴
函
涜
さ
禺
昌
（
こ
↑
竿
く
ら
ｍ
ｅ

す
ぐ

Ｆ
』
】
旨
い
と
く
国
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InthestudyofmedicalhistoryinChinaatpresent,therestillremainmanyfieldsneedingwork

andthepeopletodoit,howeverlwouldliketointroducethesituationatpresentfi､omthefbllowing

fiveviewl)oints:､GAcademicSocieties,ResearchGroupsandtheirJournals'';"ResearchSystemsand

Research'';;GEducation'';@6MuseumandDepositorieJ;and@CTrendsinResearch''.
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